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せ
っ
せ
と
蜜
集
め
。

　

沿
道
の
花
壇
や
山
あ
い
で
多
彩
な

花
ば
な
が
咲
き
乱
れ
、
虫
や
鳥
た
ち

が
戯

た
わ
む

れ
て
い
ま
す
。

　

諸
浦
地
区
の
県
道
沿
い
に
あ
る
休

憩
所
で
、
花
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
、

ミ
ツ
バ
チ
が
せ
っ
せ
と
働
き
、
蜜
を

集
め
て
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。



第
３
期
川
添
町
政
始
動

　

こ
の
た
び
の
長
島
町
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
無
投
票
で
の
再
選
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
３
期
目

の
町
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

皆
さ
ま
が
た
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
信
託
の
重
さ
を
改
め
て
実
感
し
、

そ
の
信
頼
と
期
待
に
お
応
え
す
る
た

め
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
私
は
、
平
成
18
年
の
両
町
合

併
後
、
初
め
て
の
選
挙
で
初
代
町
長

に
就
任
し
、
新
「
長
島
町
」
の
礎
を

築
く
た
め
に
「
夢
と
活
力
が
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し
や
す
い
福
祉

の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
政
策

目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
ご
存
知
の
と
お
り
、
長
島

町
は
今
年
で
合
併
９
年
目
を
迎
え
、

来
年
度
に
は
節
目
と
な
る
10
周
年
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

の
整
備
と
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
、
公
共
事

業
の
積
極
的
な
導
入
に
よ
る
社
会
資

本
の
整
備
、
農
業
・
漁
業
な
ど
基
盤

産
業
の
振
興
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
進
め
て
お
り
、
確
か
な
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
な

変
革
の
時
を
迎
え
て
お
り
、
特
に
少

子
高
齢
化
は
急
速
に
進
ん
で
お
り
、

そ
の
影
響
を
最
も
受
け
る
の
は
地
方

で
あ
り
、
集
落
な
ど
の
各
地
域
で
あ

り
ま
す
。
地
域
の
活
力
が
失
わ
れ
な

い
よ
う
、
集
落
を
応
援
す
る
新
た
な

事
業
を
構
築
し
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
し
て
「
住
民
の
皆
さ
ま
が
満
足

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
直
接
対
話
す
る
こ
と
が
気

持
ち
が
通
じ
あ
う
基
本
だ
と
考
え
、

「
語
り
動
き
ま
す
」
を
基
本
姿
勢
と

し
て
「
夢
と
活
力
が
あ
り
、
一
人
ひ

と
り
が
暮
ら
し
や
す
い
福
祉
の
充
実

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
職
員
が

一
致
団
結
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
、
議
会
の
皆
さ
ま
と

の
協
調
、
協
力
体
制
が
不
可
欠
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し

て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
長
島
町
長
選
挙

と
長
島
町
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
８

日
告
示
さ
れ
、
町
長
選
挙
は
現
職
の

川
添
健
氏
（
70
）
が
、
前
回
に
続
き

無
投
票
で
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
添
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
２
期
８

年
の
実
績
を
生
か
し
「
夢
と
活
力
が

あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し
や
す

い
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
公
約
に
掲
げ
、
３
期
目
を
目
指
し

ま
す
。
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町
議
会
議
員
の
顔
ぶ
れ

　川上　勇（69）
城川内

　林　誠治（64）
加世堂

　林　義明（67）
田　尻

児島　薩男（72）
汐　見

小田　勝志（58）
浦　底

　浦　弘成（60）
川床中

小川　武男（58）
川　内

福永　伸親（66）
母良木

　前田　穗（63）
葛　輪

邑山　初徳（50）
宮ノ浦

　濵　実男（64）
幣　串

　池田　廣（68）
幣　串

古田　一博（64）
指　江

　石橋　束（63）
蔵之元

（定数 14 －候補者数 16）

●当日有権者数　　　9,051 人

●投票総数　　　　　7,921 票

●有効投票　　　　　7,868 票

●無効投票　　　　　　 52 票

●投票率　　　　　　 87.52％

（前回投票率との差　△ 0.45）

定
数
２
減
の
議
席
を
16
人
が
争
う

当　906　林　　誠治（64）①
当　667　川上　　勇（69）③
当　555　浦　　弘成（60）①
当　541　小田　勝志（58）①
当　505　福永　伸親（66）②
当　491　池田　　廣（68）③
当　480　濵　　実男（64）③
当　474　邑山　初徳（50）①
当　470　前田　　穗（63）①
当　469　小川　武男（58）③
当　465　石橋　　束（63）③
当　446　児島　薩男（72）③
当　417　林　　義明（67）②
当　401　古田　一博（64）②
　　359　下塩見　浩（53）
　　221　楠元　康博（65）

（案分票の小数点以下は切り捨て）
（囲み数字は当選回数）

（
獲
得
票
順
）

　

４
月
８
日
に
告
示
さ
れ
た
長
島
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
定
数
を
２
減
ら
し

た
14
議
席
に
、
現
職
10
、
新
人
６
の
計
16
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

投
票
は
、
13
日
（
獅
子
島
地
区
は
12
日
）
の
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

町
内
26
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
午
後
８
時
30
分
か
ら
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で

即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
選
者
は
、
現
職
９
人
、
新
人
５
人
で
、
い
ず
れ
も
無
所
属
で
す
。

町議会議員選挙開票結果

長島町議会議員が決定

期日前投票率は上昇

　４月９日から 12 日（獅子島
地区は 11 日）まで行われた期
日前投票は、前回の平成 22 年
に比べ投票率が上昇しました。
▽期日前投票率▽
　　今回　23.03％
　　前回　16.58％　
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長
島
町
消
防
団（
諏
訪
義
則
団
長
）

が
日
本
消
防
協
会（
秋
本
敏
文
会
長
）

最
高
栄
誉
章
で
あ
る
「
ま
と
い
」
を

受
章
し
、
４
月
26
日
、
町
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
で
受
章
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
川
添
健
町
長
を
は
じ

め
諏
訪
団
長
や
消
防
団
Ｏ
Ｂ
な
ど
消

防
関
係
者
の
ほ
か
現
役
の
団
員
ら
合

わ
せ
て
約
１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
式
の
前
に
、
東
京
都
内
で
あ
っ

た
表
彰
式
の
様
子
が
上
映
さ
れ
た

後
、
消
防
団
本
部
の
門
元
則
文
部
長

が
「
ま
と
い
」
を
持
っ
て
入
場
し
、

拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
川
添
健
町
長
が
「
消
防

団
の
積
極
的
な
活
動
に
よ
り
、
こ
こ

数
年
本
町
で
は
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

す
災
害
や
火
災
は
発
生
し
て
い
な

い
。
町
民
と
一
体
と
な
っ
た
積
極
的

な
活
動
と
、
団
員
を
支
え
る
家
族
に

感
謝
し
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

団
長
謝
辞
で
は
、諏
訪
団
長
が「
今

後
も
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、
受
章
に

恥
じ
な
い
活
動
を
続
け
、
知
識
・
技

術
の
習
熟
に
尽
力
し
、
引
き
継
い
で

き
た
伝
統
を
継
承
し
て
い
き
た
い
。

地
域
か
ら
一
層
信
頼
さ
れ
る
消
防
団

を
目
指
し
ま
す
」
と
受
章
の
喜
び
を

話
し
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ
出
席

者
全
員
で
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

日
本
全
国
の
か
が
み
に

　
「
ま
と
い
」
と
は
、
全
国
の
消
防

団
２
２
０
０
余
り
の
中
か
ら
、
顕
著

な
活
躍
の
あ
っ
た
10
の
消
防
団
に
授

与
さ
れ
る
最
高
栄
誉
章
で
す
。
こ
れ

を
受
章
し
た
消
防
団
は
全
国
の
消
防

団
の
見
本
と
な
る
最
も
優
れ
た
消
防

団
と
な
り
ま
す
。

　

長
島
町
消
防
団
は
県
内
で
８
番
目

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
２
月
に
東

京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
第
66
回
日
本

消
防
協
会
定
例
表
彰
式
に
、
諏
訪
団

長
と
町
口
孝
治
副
団
長
が
出
席
し

「
ま
と
い
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
「
ま
と
い
」
を
受
章
す
る
に
は
、

消
防
庁
長
官
表
彰
旗
、
日
本
消
防
協

会
会
長
表
彰
旗
を
受
章
し
、
か
つ
、

災
害
時
で
の
活
躍
や
全
国
消
防
操
法

大
会
へ
の
出
場
と
い
っ
た
優
れ
た
活

動
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
授
与
さ
れ

ま
す
。

　

長
島
町
消
防
団
は
、
全
国
消
防
操

法
大
会
へ
の
出
場
は
無
い
も
の
の
、

行
政
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
火
災

予
防
や
減
災
活
動
が
認
め
ら
れ
受
章

に
至
り
ま
し
た
。

　

名
実
と
も
に
最
高
の
消
防
団
と

な
っ
た
長
島
町
消
防
団
で
す
が
、
所

属
す
る
団
員
は
、
我
が
身
を
顧
み
ず

災
害
や
火
災
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。

そ
の
伝
統
は
歴
代
団
員
に
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

町
民
一
体
の
活
動
が
認
め
ら
れ
る

脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
伝
統

←「まとい」は長島町役場１階ロビーに
　展示しています

最高栄誉章「まとい」受章
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長
島
町
消
防
団
の
主
な
歴
史

大
正
６
年
12
月

　
　

11
年
11
月

昭
和
７
年

　
　

10
年

　
　

14
年

　
　

22
年
４
月

　
　

31
年
７
月

　
　

38
年
３
月

　
　

35
年
１
月

　
　

49
年
９
月

　
　

51
年
３
月

　
　

同
年
９
月

　
　

52
年
３
月

　
　

55
年
９
月

　
　

56
年
３
月

　
　

63
年
３
月

平
成
６
年
３
月

　
　

18
年
３
月

　
　

19
年
４
月

　
　

24
年
８
月

　
　

26
年
２
月

　
　
　
　

４
月

私
設
消
防
組
を
組
織　
　
　
（
東
長
島
村
）

公
設
消
防
組
に
改
組　
　
　
（
東
長
島
村
）

私
設
消
防
組
を
組
織　
　
　
（
西
長
島
村
）

西
長
島
村
警
防
団
発
足　
　
（
西
長
島
村
）

東
長
島
村
警
防
団
発
足　
　
（
東
長
島
村
）

東
長
島
村
・
西
長
島
村
消
防
団
発
足

町
制
施
行
に
よ
り
東
町
消
防
団
と
改
名

（
旧
東
町
）

「
竿
頭
綬
」受
章　
　
　
　
　
　
（
旧
東
町
）

町
制
施
行
に
よ
り
長
島
町
消
防
団
と
改
名

（
旧
長
島
町
）

第
10
回
県
消
防
操
法
大
会
「
ポ
ン
プ
車
の

部
」
優
勝　
　
　
　
（
旧
東
町
中
央
分
団
）

「
竿
頭
綬
」受
章　
　
　
　
　
（
旧
長
島
町
）

第
11
回
県
消
防
操
法
大
会
「
小
型
ポ
ン
プ

の
部
」
優
勝　
　
　
（
旧
東
町
中
央
分
団
）

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
旗
受
章

（
旧
長
島
町
）

第
13
回
鹿
児
島
県
消
防
操
法
大
会
「
小
型

ポ
ン
プ
の
部
」
優
勝
（
旧
東
町
中
央
分
団
）

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
旗
受
章（
旧
東
町
）

消
防
庁
長
官
表
彰
旗
受
章　
（
旧
長
島
町
）

消
防
庁
長
官
表
彰
旗
受
章　
　
（
旧
東
町
）

合
併
に
よ
る
「
長
島
町
」
の
誕
生
に
伴
い

「
長
島
町
消
防
団
」
発
足

長
島
町
消
防
団
再
編
11
分
団
２
９
５
人
体
制

第
28
回
県
消
防
操
法
大
会
「
小
型
ポ
ン
プ

の
部
」
優
勝　
　
　
　
　
　
（
中
央
分
団
）

日
本
消
防
協
会
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
受
章

現
在
11
分
団
２
９
５
人
体
制

※
出
水
支
部
操
法
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
27
回
優
勝

し
、
そ
の
う
ち
10
回
は
、
ポ
ン
プ
車
お
よ
び
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
同
時
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
大
会
で
４
回
の
優
勝
を
誇
る
長
島
町
消
防

団
で
す
が
、
県
大
会
で
優
勝
し
て
も
全
国
大
会
へ
の
出

場
が
な
い
年
が
あ
る
た
め
（
県
大
会
は
隔
年
で
実
施
さ

れ
、
全
国
大
会
は
ポ
ン
プ
車
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部

が
交
互
に
出
場
）、
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
い
ま
だ
果

た
せ
て
い
ま
せ
ん
。

長
島
町
消
防
団
が
活
動
し
た

過
去
の
災
害

昭
和
31
年
７
月

　
　

33
年
４
月

　
　

40
年
８
月

　
　
42
年
４
～
９
月

平
成
11
年
９
月

　
　

12
年
８
月

　
　

18
年
７
月

　
　

24
年
６
月

伊
唐
の
大
火　

88
棟
２
６
６
３
㎡
を
焼
損

片
側
の
大
火　

62
棟
３
９
２
７
㎡
を
焼
損

台
風
15
号
に
よ
る
災
害
で
死
者
１
名
、
重
軽

傷
者
12
名
、
２
億
円
以
上
の
被
害

大
干
ば
つ
発
生
に
よ
り
農
作
物
に
５
億
円
を

超
え
る
被
害

台
風
18
号
発
生
、
瞬
間
最
大
風
速
60
㍍
で
町

内
全
域
１
週
間
に
及
ぶ
停
電

御
所
ノ
浦
平
河
内
地
区
土
石
流
災
害
で
同
地

区
が
完
全
に
孤
立

県
北
部
豪
雨
災
害
、
町
内
全
域
で
10
億
円
を

超
え
る
被
害

２
日
間
に
わ
た
る
豪
雨
で
町
内
各
地
で
川
の

氾
濫
や
土
砂
災
害
が
発
生

　
　

多
大
な
評
価
を
受
け
た

　  

消
防
団
活
動

　

・
片
側
大
火
、
平
河
内
地
区
土
石
流
災

　

害
な
ど
の
消
防
設
備
の
な
い
離
島
地
域

　

で
の
災
害
救
助
活
動

　

・
防
火
パ
レ
ー
ド
や
戸
別
訪
問
な
ど
、

　

町
民
と
一
体
と
な
っ
た
火
災
予
防
活
動

　

・
海
抜
10
㍍
を
示
す
看
板
設
置
、
津
波
、

　

土
砂
災
害
に
対
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

作
成
な
ど
へ
の
協
力

　

・
救
助
、
救
護
な
ど
多
様
な
活
動
を
想

　

定
し
た
消
防
団
合
同
訓
練
の
実
施

　

・
災
害
時
の
避
難
行
動
に
配
慮
が
必
要

　

な
人
の
把
握
や
、
救
助
、
救
護
を
想
定

　

し
た
訓
練
の
実
施

　

・
自
衛
隊
、
海
上
保
安
部
、
警
察
、
常

　

備
消
防
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
関

　

係
機
関
と
連
携
し
た
訓
練
の
実
施

　

・
台
風
災
害
な
ど
の
大
災
害
時
の
迅
速

　

な
対
応
　

↑特色を凝らした消防団の合同訓練

↑町民一体でハザードマップの作成

↑平成 21 年に行われた防災訓練の
　様子
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多
彩
な
花
と
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う

　

３
月
29
日
に
開
幕
し
た
第
４
回
夢

追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
お
よ

そ
50
種
50
万
本
の
多
彩
な
花
ば
な

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
実
施
し
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
に
は
町
文
化
ホ
ー
ル
駐

車
場
で
『
春
の
木
市
in
な
が
し
ま
』

を
開
催
し
、
植
木
や
花
の
苗
な
ど
が

販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
ツ
ツ
ジ
や
ラ
カ

ン
な
ど
の
苗
木
の
競
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
競
り
に
は
、
花
フ
ェ
ス
タ
来

場
者
が
飛
び
入
り
で
参
加
す
る
な
ど

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
日
、
同
ホ
ー
ル
内
で
は
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
が
あ
り

ま
し
た
。
青
果
業
を
営
む
川
添
洋
さ

ん
（
山
中
）
を
講
師
に
迎
え
た
教
室

に
、
女
性
を
中
心
に
20
人
が
参
加
。

参
加
者
は
川
添
さ
ん
か
ら
、
生
け
花

を
長
持
ち
さ
せ
る
コ
ツ
な
ど
を
教
わ

り
な
が
ら
、バ
ラ
や
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
生
け
ま
し

た
。

　

17
日
に
は
、
花
フ
ェ
ス
タ
恒
例
と

な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

が
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
で
あ

り
ま
し
た
。
町
内
を
含
む
北
薩
地
域

の
96
チ
ー
ム
４
８
０
人
余
り
が
参
加

し
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

20
日
は
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
『
和

太
鼓
祭
り
in
な
が
し
ま
』
が
開
催
さ

れ
、
出
水
・
阿
久
根
地
区
の
３
団
体

に
よ
る
迫
力
あ
る
和
太
鼓
の
競
演
が

約
６
０
０
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し

た
。
出
演
し
た
３
団
体
が
一
堂
に
会

す
る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
く
、
観
客

の
中
に
は
鹿
児
島
市
内
か
ら
駆
け
付

け
た
人
も
い
ま
し
た
。
演
奏
で
は
和

太
鼓
独
特
の
重
低
音
が
時
に
激
し
く

時
に
は
軽
快
な
テ
ン
ポ
で
轟
き
、
奏

者
の
熱
気
が
会
場
内
を
包
み
込
み
ま

し
た
。
演
奏
の
最
後
に
は
３
団
体
合

同
に
よ
る
総
勢
40
人
を
超
え
る
共
演

で
、
こ
の
日
一
番
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

　

出
水
市
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
に
飛
び
入
り
参
加
し
た

覚
堂
愛
梨
さ
ん
と
市
前
陽
菜
さ
ん
は

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
初

め
て
体
験
し
た
。
楽
し
か
っ
た
の
で

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
祭
り
の
観
賞
に
訪
れ
た
江

口
尚
紀
さ
ん
、
桂
子
さ
ん
夫
妻
（
小

浜
）
は
「
ど
の
団
体
も
個
性
と
迫
力

が
あ
る
演
奏
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

と
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

第
４
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
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グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

［
団
体
の
部
］（
協
会
名
）

優　

勝　

茅
屋
島
美
人
チ
ー
ム
（
長
島
）　

準
優
勝　

指
江
若
葉
会
（
長
島
）

３　

位　

阿
久
根
塚
本
ク
ラ
ブ
（
阿
久
根
）

［
個
人
の
部
］（
チ
ー
ム
名
）

優　

勝　

有
馬　
　

透
（
さ
わ
や
か
西
目
）

準
優
勝　

大
島　

久
子
（
野
田　

曙
）

３　

位　

平
石　
　

勝
（
川
内
協
会
Ａ
）

↑好プレーなどが飛び出し、終始和やかな雰囲気となった大会

↑講師の手ほどきを受けながら花を生けるフラワーアレン
　ジメント教室の参加者

↑奏者の勇ましい表情や素早いバチさばきに拍手喝采

川床ふれあいの郷入口では鮮やかな花ばなが出迎える

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！惜

し
い
！
次
は
頑
張
っ
て
!!

和太鼓集団「和
わ ら く

楽」

野田郷島津太鼓

鹿児島毘沙門太鼓「響
こ ー る

流」

7 広報ながしま



行
政
連
絡
員
を
紹
介
し
ま
す

地区名 氏　名 地区名 氏　名
田尻 上窪　正志 桂代 川田　　誠

火ノ浦 福原　　弘 三船 濵村　　渉
山門野下 東　日出生 薄井 山下　　忍
山門野中 馬場　喜作 白瀬 石元　久遠
山門野上 淵ノ上正二 本浦 飯田　満穗

加世堂 村本　俊一 葛輪 杉原　真二
川床下 山上　健一 片側 杉原　　薫
川床中 中納　克德 御所ノ浦 岡下　亮一
川床上 福嵜　勝行 湯ノ口 湯元　　刷

小坂 立山　昌三 幣串 池田　卓男
杉ノ段 枦元　博昭 平尾中南 松岡　孝二

梅ノ木山 竹田　六雄 母良木 山﨑　友喜
牧 岩下　貞志 藤之元 鶴長　千吉

市来崎 片下　　晶 萩之牟礼 福永　功憲
脇崎 竪山　隆一 茅屋 宮瀬　久志
塩追 大石　正和 北方崎 山下　重夫
赤崎 村迫　一幸 浜漉 大堂　定憲
山寺 平田　一郎 犬鹿倉 小川　信幸
上揚 木上　泰久 蔵之元 轟　　　保
野中 荒木　英樹 小浜 山下　清通

菅牟田 上口　茂則 指江 大平　洋光
山中 上原　健造 川内 石原　一治
本町 石元　和夫 城川内 湯田　　豊

西 長元　峰男 唐隈 小森　芳裕
矢堂 宮路　研道 広野 松原　義彦

宮ノ浦 平野　利夫 潟 𠮷川　秀記
伊唐 竹山　司郎 汐見 浜田　幹男
浦底 小田　勝志 馬込 濵田　重則

福ノ浦 宮脇　道夫

平成 26 年度長島町行政連絡員名簿（4 月 1 日現在）

　

４
月
15
日
、
平
成
26
年
度
長
島
町

行
政
連
絡
員
会
議
が
町
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
、
町
内
57
地
区
の
行

政
連
絡
員
（
自
治
公
民
館
長
）
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
川
添
健
町
長
か
ら
行
政

連
絡
員
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
会
議
で
行
政
の
業
務

内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
石
塚
政
廣
副

町
長
、
中
橋
藤
七
教
育
長
に
続
き
各

所
属
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
役
場
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
１
年
間

活
動
し
ま
す
。

　

各
地
区
を
担
当
す
る
行
政
連
絡
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

↑行政連絡員会議の様子

納
税
功
労
組
合
表
彰

納
税
優
秀
賞

納
税
優
良
賞

納
税
努
力
賞

納
期
限
内

　（
平
成
25
年
12
月
末
日
）
完
納

年
度
内

　（
平
成
26
年
３
月
末
日
）
完
納

納
税
に
対
し
顕
著
な

　
功
労
の
あ
っ
た
組
合

　

平
成
25
年
度
納
税
功
労
組
合
表
彰

式
が
４
月
15
日
、
町
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
27
の
納
税
組
合
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
添
健
町
長
が
、
昨
年
末
の
納
期

限
内
に
完
納
し
た
11
組
合
に
「
優
秀

賞
」、
年
度
内
に
完
納
し
た
６
組
合

に
「
優
良
賞
」、
納
税
に
対
し
顕
著

な
功
労
の
あ
っ
た
10
組
合
に
「
努
力

賞
」
を
贈
り
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
は
次
の
と

お
り
で
す
。

納
税
組
合
（
納
税
組
合
長
）

山
門
野
下
（
東　

日
出
生
）

山
門
野
上
（
前
畑　

詔
爾
）

加
世
堂  　
（
浦　
　

義
弘
）

川
床
上　

  （
福
嵜　

勝
行
）

杉
ノ
段　

  （
枦
元　

博
昭
）

梅
ノ
木
山
（
竹
田　

六
雄
）

牧　
　
　

  （
岩
下　

貞
志
）

市
来
崎　

  （
片
下　
　

晶
）

矢
堂　
　

  （
宮
路　

研
道
）

浦
底　
　

  （
小
田　

勝
志
）

湯
ノ
口　

  （
湯
元　
　

刷
）

納
税
組
合
（
納
税
組
合
長
）

桂
代　
　

  （
川
田　
　

誠
）

川
床
中　

  （
中
納　

克
德
）

川
内  　
　
（
石
原　

一
治
）

山
門
野
中  （
馬
場　

喜
作
）

蔵
之
元　

  （
轟　
　
　

保
）

片
側　
　

  （
杉
原　
　

薫
）

納
税
組
合
（
納
税
組
合
長
）

山
寺　
　

  （
平
田　

一
郎
）

野
中　
　

  （
荒
木
　
英
樹
）

菅
牟
田  　
（
市
尾　
　

徳
）

西　
　
　

  （
長
元　

峰
男
）

伊
唐　
　

  （
竹
山　

司
郎
）

白
瀬　
　

  （
赤
崎　

隆
友
）

萩
之
牟
礼
（
福
永　

功
憲
）

唐
隈　
　

  （
小
森　

芳
裕
）

広
野　
　

  （
松
原　

義
彦
）

潟　
　
　

  （
山
下　
　

猛
）

8Nagashima town Public Relations



公債費
　2 億 9,421 万 4 千円

民生費
　6,302 万円

総務費
　8,133 万 8 千円

振興整備事業費
　200 万円
議会費
　159 万 5 千円
予備費
　50 万円

歳　　出
11億 4,090 万 2千円

衛生費
　6 億 9,823 万 5 千円

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
26
年
度
の
当
初
予
算
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
当
初
予
算
は
、
平

成
25
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
、

８
８
２
１
万
５
千
円
（
８
・
４
％
）

増
の
、
11
億
４
０
９
０
万
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、

各
市
町
か
ら
の
負
担
金
や
鉄
、
ア
ル

ミ
の
不
用
品
売
払
収
入
（
じ
ん
か
い

処
理
場
使
用
料
な
ど
）、
新
焼
却
処

理
施
設
整
備
事
業
に
よ
る
国
庫
補
助

金
で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、

じ
ん
か
い
（
ご
み
）
処
理
、
本
年
度

か
ら
始
ま
る
新
焼
却
処
理
施
設
整
備

事
業
費
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
、
し

尿
処
理
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
衛

生
費
、
組
合
の
借
金
返
済
に
充
て
ら

れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認
定
審

査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、
圏

域
（
２
市
１
町
）
の
振
興
整
備
の
事

業
推
進
に
使
わ
れ
る
振
興
整
備
事
業

費
、
議
会
費
お
よ
び
総
務
費
で
す
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
適

正
か
つ
効
率
的
な
財
政
計
画
を
立

て
、
組
合
の
健
全
運
営
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

北 薩 広 域 行 政 事 務 組 合 だ よ り

平成 26 年度当初予算は   11 億 4,090 万 2 千円

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 公債費 その他

917 円 710 円 4,840 円 1,737 円 1,294 円 3,316 円 47 円

住民１人当たりに使われる金額 12,861 円

※人口 88,714 人　平成 26 年３月末現在の人口で算定

返　済

財産収入
　200 万円

諸収入
　1,690 万 6 千円

使用料および手数料
　2,248 万 7 千円

歳　　入
11億 4,090 万 2千円

分担金及び負担金
　10 億 6,617 万 6 千円
○内訳　阿久根市　　２億 3,376 万 4 千円
　　　　出水市　　　5 億     104 万 5 千円
　　　　長島町　　　１億 2,261 万 2 千円
　　　　地方交付税　 2 億    475 万 5 千円

国庫補助金
　3,333 万 3 千円

注）地方交付税…起債償還に充当される国からの財源措置分

◎問い合わせ先
　北薩広域行政事務組合
　☎ 0996（84）4815
　URL http://www.ab.auone-net.jp/~hokusatu/
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i n f o r m a t i o n

自
　町では、町民の皆さんが健やかな生活を過ごせるよう、健康増進法に基づいて、「結核

検診」「肺がん検診」「大腸がん検診」「子宮頸がん検診」を各地区で実施します。

分のからだを知ることが、がん予防の 第一歩

【結核検診・肺がん検診・大腸がん検診】

　期　　間：平成 26 年 5 月 30 日（金）～ 6 月 16 日（月）の土日を除く 12 日間
　対　　象：①結核検診　　　65 歳以上（平成 27 年 3 月 31 日現在）
　　　　　　②肺がん検診　　40 歳以上（平成 27 年 3 月 31 日現在）
　　　　　　③大腸がん検診　40 歳以上（平成 27 年 3 月 31 日現在）
　費　　用：無料
　検査方法：①結核検診　胸部 X 線検査（肺がん検診と同時に実施します）
　　　　　　②肺がん検診　胸部 X 線検査、喀たん検査
　　　　　　③大腸がん検診　便 2 日分を採って行う便潜血検査です。がんやポリープなどがあると、
　　　　　　大腸内に出血することがあります。この検査は、その血液を検出する検査です。

月　日 曜日 受付時間 会　場

５月 12 日 月 13：00 ～ 13：15 潟公民館

５月 13 日 火
9：00 ～ 9：15 平尾老人憩いの家

13：00 ～ 13：15 蔵之元自治公民館

５月 14 日 水
9：00 ～ 9：15

町文化ホール
13：00 ～ 13：15

５月 15 日 木
9：00 ～ 9：15 諸浦コミュニティセンター

12：30 ～ 12：45 獅子島アイランドセンター

５月 16 日 金
9：00 ～ 9：15 川床コミュニティセンター

13：00 ～ 13：15 山門野コミュニティセンター

５月 19 日 月 13：00 ～ 13：15 保健福祉センター（鷹巣）

５月 20 日 火
9：00 ～ 9：15

保健福祉センター（鷹巣）
13：00 ～ 13：15

５月 21 日 水
9：00 ～ 9：15

保健福祉センター（鷹巣）
13：00 ～ 13：15

【子宮頸
けい

がん検診】
　期　　間 ： 平成 26 年 5 月 12 日（月）～ 5 月 21 日（水）の土日を除く 8 日間（詳細は下記のとおり）
　対　　象：20 歳以上の女性（平成 27 年 3 月 31 日現在）　　　
　費　　用：無料

あなたの大切な命を守るために、がん検診を受けましょう！
どの会場でも受診できます。都合の良い会場で受診ください。

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1146［直通］
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浄化槽法定検査を受けましょう
　浄化槽法定検査は、法律で定められた検査です。浄化槽を持つ人
は、必ず受検しましょう。
　この検査は、浄化槽の適正な維持管理による環境保全を目的に実
施するもので、知事が指定した検査機関である（公財）鹿児島県環
境検査センターの検査員が事前にハガキで通知した検査日に伺い、
現場での検査と浄化槽の放流水を採水し持ち帰り水質検査を行いま
す。（地元の保守点検業者が行う保守点検とは別のものです）
 　毎年１回実施することとなっているこの検査は、11 人槽以上お
よび官公署の浄化槽を検査対象としていましたが、平成 17 年度か
ら 10 人槽以下の家庭槽も検査対象となりました。
   検査対象となった浄化槽 ( 設置年度ごとに対象としています ) に
ついては、事前に指定検査機関から日程通知がありますので必ず受
検するようお願いします。

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査 4,000 円 6,000 円

検査手数料（5 ～ 10 人槽）
◎問い合わせ先
　県環境検査センター
　☎ 099（296）9000
　役場水道課下水道係
　☎（88）5664［直通］

↑法定検査を行う検査員

あなたの応援が長島の
　夢と活力を生み出します
ふるさと納税にご協力を

◎問い合わせ先
　役場企画財政課財政係
　☎（86）1134［直通］
　FAX（86）0950
　電子メール　kizai@town.nagashima.lg.jp

　長島町では、平成 26 年度も「ふるさと納税制度」
により寄附金を募っています。
　これまで皆さんからいただいた寄附金は「夢追い
ふるさと長島景観基金」「夢追い獅子島架橋基金」
として積み立てられたほか、一部はイベントなどで
使わせていただきました。

　長島町で生まれ育った皆さん、長島町に縁のある
皆さん、ぜひこの制度を活用し、まちづくりを一役
担ってみませんか。

寄附の手続き
　町ホームページから寄附申請書をダウンロードし

（町ホームページ→行政情報→ふるさと納税）、申請
書に必要事項を記入の上、役場企画財政課へ郵送、
ＦＡＸ、電子メールのいずれかで送付してください。
　申請書の受付確認後、町から専用の払込票を送付
しますので、所定の金融機関から払い込みください。
　寄附申請書については、電話でも承ります。詳細
については問い合わせください。こんな特典が…

　１口（5,000 円）以上寄附いただいた皆さん全員
に、長島町特産のデコポンを、さらに６口（30,000
円）以上寄付いただいたかたには、デコポンと併せ
て鰤王（フィレ）をお送りする計画です。鰤王は
12 月末に、デコポンは２月中に発送する予定です。

↑町特産のデコポンと鰤王（フィレ）
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４
月

１
日

２
日

４
日

７
日

９
日

10
日

11
日

13
日

14
日

15
日

17
日

18
日

19
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

26
～
27
日

29
日

30
日

辞
令
交
付
式
・
廃
棄
物
処
理
許
可
証
交
付
式

（
長
島
町
役
場
）

黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
40
周
年
記
念
式
典　

（
道
の
駅
黒
之
瀬
戸
だ
ん
だ
ん
市
場
駐
車
場
）

全
体
朝
礼　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

小
学
校
入
学
式　
　
　
　
（
蔵
ノ
元
小
学
校
）

中
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
（
鷹
巣
中
学
校
）

幼
稚
園
入
園
式　
　
　
　
　
（
鷹
巣
幼
稚
園
）

転
入
教
職
員
宣
誓
式　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
・
県
際
交
流
会
監
査

（
長
島
町
役
場
）

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
40
周
年
祝
賀
会

（
阿
久
根
市
）

県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会
・

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

納
税
功
労
組
合
表
彰
式
・
行
政
連
絡
員
会
議

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

人
権
の
花
開
校
式　
　
　
　
（
田
尻
小
学
校
）

九
州
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
・
理
事
会
・

情
報
交
換
会　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
役
場
）

町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定
期
総
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
教
育
関
係
者
・
管
理
職
等
合
同
歓
迎
会

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
総
会
・
市
町
村
社

会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会
・
町
村

会
臨
時
総
会　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
政
説
明
会
・
か
ご
し
ま
応
援
寄
付
金
募
集

推
進
協
議
会
・
土
砂
防
災
防
止
の
集
い
・
全

国
治
水
砂
防
協
会
鹿
児
島
支
部
懇
談
会

（
鹿
児
島
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
救
助
技
術
指
導
会
署
内
選
考
会

（
阿
久
根
市
）

町
体
育
協
会
評
議
員
会　
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

消
防
ま
と
い
受
賞
記
念
式
典
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー　
　
（
大
阪
府
）

獅
子
島
招
魂
祭
・
ツ
ツ
ジ
祭
り　
（
獅
子
島
）

長
島
町
議
会
第
１
回
臨
時
議
会（
長
島
町
役
場
）

眺
望
日
本
一
の
ト
イ
レ
を
目
指
し
て

　

右
の
写
真
は
、
針
尾
公
園
か
ら
諸
浦
地
区
を
収
め
た
写
真

で
す
。
こ
の
写
真
、実
は
ト
イ
レ
の
中
か
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
老
朽
化
に
と
も
な
う
改
修
に
あ
わ
せ
て
、
同
公

園
か
ら
の
絶
景
を
生
か
し
『
日
本
一
の
ト
イ
レ
』
に
す
る
た

め
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
外
観
か
ら
内

装
ま
で
す
べ
て
を
一
新
し
た
『
針
尾
空
中
展
望
ト
イ
レ
』
が

上
の
写
真
で
す
。

　

展
望
ト
イ
レ
の
醍
醐
味
は
素
晴
ら
し
い
景
色
。
男
性
用
、

女
性
用
ど
ち
ら
か
ら
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
外
か
ら
は
ト
イ
レ
内
部
は
見
え
ま
せ
ん
。

　

初
め
て
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
人
か
ら
は
、
立
ち
入
っ
た
瞬

間
戸
惑
い
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
が
、
用
を
足
す
う
ち
に
「
最

高
の
眺
め
だ
ね
」
と
感
動
の
声
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

展
望
ト
イ
レ
か
ら
眺
め
る
景
色
は
最
高

↓
外
観
や
内
装
、
多
目
的
ト
イ
レ
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
一
新
し
た
空
中
展
望
ト
イ
レ

12Nagashima town Public Relations



島
墓
へ
む
ら
さ
き
垂
る
る
藤
の
花
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

遠
目
に
も
白
き
風
吹
く
山
桜
　
　
　
　
　
　
中
橋
　
藤
七

ど
っ
と
来
て
ど
っ
と
鶴
引
く
島
日
和
　
　
　
二
階
堂
妙
子

目
的
も
な
き
旅
に
出
づ
芝
青
む
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

連
ぎ
ょ
う
の
灯
す
い
ろ
ど
り
百
日
忌
　
　
　
大
堂
　
早
苗

う
ら
若
き
新
任
教
師
四
月
来
る
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

母
ゆ
ず
り
の
甘
酒
作
り
て
神
ま
つ
る
　
　
　
二
階
堂
恵
子

校
庭
の
花
に
声
掛
け
退
職
す
　
　
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

白
木
蓮
手
品
師
鳩
を
取
り
出
だ
す
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

浅
草
の
金
髪
が
飲
む
甘
酒
屋
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

今
朝
の
靄も

や

深
く
こ
め
ゐ
て
海
峡
も
天
草
山
も
わ
が
住
む
島

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

荒
畑
の
草
抜
き
出
で
し
大
根
の
小
さ
き
群
花
重
た
く
揺
る

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

佐
太
郎
歌
碑
の
御み

ま
え前
に
立
て
ば
渡
り
来
る
海
風
寒
し
葉
桜

老
ひ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

特
老
の
廊
下
に
響
く
音
楽
に
老
踊
る
さ
ま
胸
痛
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

春
嵐
過
ぎ
て
海
辺
に
流
れ
来
し
海
藻
あ
ま
た
競
ひ
拾
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

朝
ま
だ
き
庭
に
桜
の
花
散
り
て
一
円
玉
も
ま
ぎ
れ
て
濡
る

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

わ
が
友
に
会
ひ
行
く
道
に
大
根
の
花
真
盛
り
て
黄
蝶
群
れ

を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

挿
木
に
て
育
て
し
亡つ

ま夫
の
山
茶
花
を
参
る
墓
前
の
花
に
た

し
置
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

す
い
す
い
と
目ま

交な
か

ひ
飛
び
ゆ
く
小
鳥
ら
の
囀

さ
え
ず

る
麓
に
老
の

和
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

［
短
歌
］

友
の
母
百
三
才
を
迎
え
た
と
年
賀
状
く
る
わ
れ
も
は
げ
ま

さ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

と
ほ
ざ
か
る
バ
ス
の
な
か
よ
り
母
を
み
る
手
を
ふ
る
母
の

ち
さ
く
な
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

年
取
る
と
良
い
事
な
き
や
何
事
も
気
力
無
く
な
る
生
甲
斐

無
き
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

亡
き
母
に
詫
び
て
居
る
な
り
菜
種
梅
雨　
　

宗
方　

清
明

　お互いを思いやる心がとても
愛おしい、心がキュンとなる内
容です。

工
藤　

ノ
リ
コ　

著

　食いしんぼうのノラネコぐん
だん。おいしそうなパンが気に
なり、パン工場にしのびこみま
すが…。

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん　

パ
ン
こ
う

じ
ょ
うト

レ
ー
シ
ー
・
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ　

作

笑
顔
の
花
が
咲
く

今
年
ま
た
共
に
飲
ま
む
と
約
し
た
る
友
は
賀
状
の
ま
ま
逝

き
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

夫
の
忌
に
顔
を
合
わ
せ
る
の
み
に
し
て
息
子
い
つ
し
か
遠

く
な
り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

離
れ
住
む
友
の
死
知
ら
ず
睦
み
た
る
少
年
の
日
の
今
に
顕

ち
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

子
が
く
れ
し
そ
こ
ば
く
の
金
を
年
金
に
加
え
て
老
の
生
計

支
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

山
畑
に
鍬
打
ち
お
れ
ば
土
塊
の
小
石
が
小
さ
き
火
花
散
ら

せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

正
解
か
否
か
は
知
ら
ね
ど
早
々
と
施
設
に
入
り
し
友
の
決

断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

病
死
あ
り
老
衰
あ
り
て
挫
折
せ
し
人
あ
り
去
り
て
行
き
し

人
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

北
帰
行
阻
む
は
何
か
引
き
返
す
鶴
の
家
族
の
鳴
き
声
哀
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

近
親
の
弔
ひ
重
な
り
春
愁
の
思
ひ
深
か
り
宵
の
厨
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

暖
か
き
春
の
光
受
け
フ
リ
ー
ジ
ア
の
黄
の
花
庭
に
連
な
り

て
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子
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毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の

仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委

員
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者

へ
助
言
し
た
り
関
係
機
関
へ
の
橋

渡
し
を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

○
日
時

　

5
月
15
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
行
政
相
談
委
員

　

下
平　

隆
康
氏
（
矢
堂
）

　

清
原　

郁
美
氏
（
平
尾
中
南
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

消
費
税
率
改
定
に
よ
る
上
下

水
道
料
金
の
改
定

　

上
下
水
道
料
金
は
、
４
月
１
日

か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
消

費
税
率
に
対
応
し
た
料
金
と
な
り

ま
す
。
上
下
水
道
料
金
（
税
抜
価

格
）
の
値
上
げ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
５
月
分
か
ら
、
新
し
い
料
金

に
改
定
し
た
料
金
を
請
求
い
た
し

ま
す
。
浄
化
槽
使
用
料
に
つ
い
て

も
、
４
月
請
求
分
か
ら
料
金
が
改

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
水
道
課
管
理
係

　

☎
（
88
）
５
６
６
４
［
直
通
］

児
童
手
当
現
況
届
は
お
早
め
に

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
届
け
は
、
受
給
者

に
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
６

月
１
日
現
在
に
お
け
る
状
況
を
記

載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

給
す
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提

出
が
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手
当

（
平
成
26
年
10
月
支
給
分
か
ら
）

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
期
日
内
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。　

○
現
況
届
の
送
付

　

平
成
26
年
６
月
上
旬

（
課
税
額
確
定
後
）

○
受
付
期
間

　

６
月
９
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

○
提
出
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

役
場
総
合
管
理
課（
指
江
庁
舎
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
現
況
届

　

②
児
童
手
当
に
係
る
学
校
給
食

　

費
な
ど
の
徴
収
に
関
す
る
申
出
書

　

③
印
鑑

　

④
受
給
者
の
健
康
保
険
証
ま
た

　

は
年
金
加
入
証
明
書

　
　
（
国
民
年
金
以
外
の
人
）

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の

○
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
町

内
に
住
所
が
な
か
っ
た
人

　

平
成
26
年
度
児
童
手
当
用
所
得

　

証
明
書
（
平
成
26
年
１
月
１
日

　

時
点
で
住
所
の
あ
っ
た
市
区
町

　

村
で
発
行
さ
れ
ま
す
）

○
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
人　

　
（
住
民
票
が
別
住
所
と
な
っ
て
い
る
人
）

　

別
居
し
て
い
る
児
童
の
住
民
票

　

謄
本
、 

別
居
監
護
申
立
書
な
ど

○
振
込
口
座
を
変
更
し
た
い
人

　

受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

　

役
場
総
合
管
理
課

　

☎
（
88
）
５
６
５
１
［
直
通
］

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者

募
集

　

税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
受
験
資
格

　

高
校
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ
び

　

高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て

　

い
な
い
人

〇
試
験
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

〇
申
込
方
法
お
よ
び
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

次
の
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp://w

w
w

.jin
ji-sh

iken
.

go.jp/juken.htm
l

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　

申
込
用
紙
は
人
事
院
九
州
事
務

局
、
熊
本
国
税
局
お
よ
び
最
寄
り

の
税
務
署
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

〇
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

６
月
23
日（
月
）～
７
月
２
日（
水
）

（
受
信
有
効
）

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　

６
月
23
日（
月
）～
６
月
26
日（
木
）

（
通
信
日
付
印
有
効
）

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
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〇
第
一
次
試
験

　

９
月
７
日
（
日
）

〇
受
験
申
込
先

　

全
国
の
各
人
事
院
事
務
局

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
０
７
５

海
難
事
故
防
止
に
向
け
て

　

串
木
野
海
上
保
安
部
で
は
、
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
安
全
推
進

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

［
自
己
救
命
策
３
つ
の
基
本
］

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
常
時
着
用

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
日
本

語
名
で 

「
救
命
胴
衣
」 

と
呼
ば
れ

る
と
お
り
、
命
を
助
け
る
た
め
の

も
の
で
す
。
大
切
な
命
を
守
る
た

め
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

際
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常

時
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
連
絡
手
段
の
確
保

　

事
故
発
生
時
に
は
、
連
絡
手
段

が
な
い
と
、
救
助
を
求
め
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
普
段
お
使
い
の

携
帯
電
話
を
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ

て
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
「
１
１
８
番
」
の
有
効
活
用

　

１
１
８
番
は
、
海
上
保
安
庁
専

用
の
緊
急
電
話
番
号
で
24
時
間
体

制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
海
で
事

故
に
あ
っ
た
り
、
事
故
を
目
撃
し

た
と
き
は
、
迷
わ
ず
全
国
共
通
、

局
番
な
し
の
１
１
８
番
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
鹿
児
島
、
熊
本
、

宮
崎
３
県
の
沿
岸
か
ら
１
１
８
番

に
電
話
す
る
と
、
第
十
管
区
本
部

運
用
司
令
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
警
備
救
難
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
３
５
９
２

歯
と
口
の
健
康
週
間

　

６
月
４
日
か
ら
の
「
歯
と
口
の

健
康
週
間
行
事
」
と
し
て
、
出
水

地
区
内
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

に
よ
る
図
画
、
ポ
ス
タ
ー
展
と
歯

科
健
診
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

［
図
画
、
ポ
ス
タ
ー
展
］

〇
展
示
期
間

　

６
月
１
日
（
日
）
～
10
日
（
火
）

〇
展
示
場
所

　

Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
あ
ず
ま
店
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
が
し
ま
鷹

巣
店
、
Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
な
が
し

ま
店
ほ
か
、
出
水
市
内
に
あ
る

ス
ー
パ
ー
や
阿
久
根
市
立
図
書
館

※
展
示
期
間
や
展
示
場
所
は
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

［
歯
科
健
診
お
よ
び
無
料
相
談
と

図
画
、
ポ
ス
タ
ー
展
表
彰
式
］

〇
日
時

　

６
月
７
日
（
土
）
午
後
２
時
～

〇
場
所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

（
出
水
市
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

児
島
歯
科
医
院

　
（
出
水
郡
歯
科
医
師
会
公
衆
衛
生
担
当
）

　
　

☎
（
86
）
１
２
６
６

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
の

お
知
ら
せ

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
６
月
２
日

（
月
）
か
ら
７
月
10
日
（
木
）
は

労
働
保
険
料
の
「
年
度
更
新
」
申

告
・
納
付
期
間
で
す
。
６
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
る
労
働
保
険
料
申
告

書
・
納
付
書
に
よ
り
、
期
間
中
に

申
告
・
納
付
を
行
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
平
成
23
年
度
か

ら
、
年
度
更
新
の
審
査
業
務
が
外

部
委
託
さ
れ
、
申
告
書
の
受
付

は
、
原
則
と
し
て
記
入
漏
れ
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
の
確
認
作

業
に
な
り
ま
す
。
記
入
漏
れ
、
記

入
誤
り
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　

毎
年
５
月
は
「
消
費
者
月
間
」

で
す
。
今
年
度
の
全
国
統
一
テ
ー

マ
は
「
つ
な
が
ろ
う
消
費
者
～
安

全
・
安
心
な
く
ら
し
の
た
め
に

～
」
と
な
っ
て
お
り
、
消
費
者
、

事
業
者
、
行
政
な
ど
の
多
様
な
主

体
に
よ
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
県
で
は
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
が
消
費
生
活
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、
県
の
消

費
者
施
策
の
概
要
や
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
、
製
品
安
全
な
ど
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

［
消
費
者
月
間
パ
ネ
ル
展
］

〇
期
間

　

５
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

〇
場
所

　

・
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

・
県
庁
18
階
展
望
ロ
ビ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
消
費
者
行
政
推
進
室

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
２
１
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

町内の小中学校で入学式

だちたくさんできるかな友
　４月７日、町内の小中学校で入学式がありました。
　鷹巣小学校では、保護者が見守る中、真新しい制服
に身を包んだ男子 28 人、女子 17 人の新入生が、少
し緊張した面持ちで入場しました。
　式では、脇村洋一校長が「皆さんが入学してくるこ
とを楽しみにしていました。これから先生の言うこと
をよく聞いて、勉強や運動をいっぱい頑張ってくださ
い」と式辞を述べました。
　新入生は、担任教諭から名前を呼ばれると、小さな
手をいっぱい伸ばし、大きな声で返事をして、元気に
新たなスタートを切りました。
　同校ではこの日、３組の双子が入学し、きょうだい
仲良く門をくぐりました。
　今年度の町内の入学生は、小学校 122 人、中学校
94 人でした。

　４月 11 日、阿久根ロータリークラブの 40 周
年記念事業の一環として、瀨戸祐博会長から町へ
50 万円分の図書カードが寄贈されました。
　瀨戸会長は「子どもたちの教育や町の発展のた
めに生かしてほしい」と話し、川添健町長に目録
を手渡しました。
　川添健町長は「非常にありがたい。子どもたち
の教育のため大いに役立てたい」とお礼を述べま
した。

転入学校職員宣誓式

実した教育活動を充
　町内の小中学校に転入してきた教職員を対象
に、平成 26 年度転入学校職員宣誓式が、４月 10
日、町文化ホールでありました。
　今年度、新たに転入してきた教職員は 36 人。
式で中橋藤七教育長が「教育効果を上げるのは先
生次第。子どもと共にある先生であってほしい」
とあいさつしました。
　転入者を代表して、田尻小学校の岡元麻衣養護
教諭が「教育公務員の職務と責任を自覚し、誠実
かつ公正に職務を執行します」と力強く宣誓しま
した。

↑花のアーチをくぐる新入生

阿久根ロータリークラブ

どもらの教育に役立てたい子

↑宣誓する岡元教諭

↑川添健町長へ目録を手渡す瀨戸会長
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獅子島で出逢った２人が結婚

長くお幸せに末
　獅子島在住の独身男性と町外女性による交流パー
ティー『獅子島アイランド de 愛』（町主催）でカッ
プルになった２人が、４月 27 日結婚式を挙げました。
　式を挙げたのは岩本幸司さん（幣串）とちぐささん

（湧水町出身）の２人で、同イベントで初めての成婚
となりました。
　２人は２年前に行われた第１回目のパーティーで出
逢い意気投合。その後も順調に交際を続け、カップル
になってからちょうど１年後に入籍しました。
　式では、両家の家族や友人、知人らが見届ける中、
２人が永遠の愛を誓いました。披露宴で真っ白なウェ
ディングドレスとタキシードに身を包んだ２人は「良
いご縁にめぐりあいました。これから２人で力を合わ
せて、幸せな家庭を築いてきます」と幸せいっぱいの
笑顔を見せ、出席者から祝福されました。

獅子島招魂祭とツツジ祭り

争の記憶風化させないで戦
　４月 29 日、獅子島の七郎山山頂にある獅子島
招魂墓地で招魂祭があり、遺族や町の関係者のほ
か地元消防団員らが英霊の御霊に安らかな眠りを
祈りました。
　慰霊祭では、町遺族会を代表して濵畑順一会長
が「国家の礎を担おうとしていた若者たちが、か
けがえのない命を犠牲にして、今日の平和があり
ます。この記憶を風化させることなく継承してい
きます」と慰霊の言葉を述べました。
　慰霊祭の後は、獅子島振興会（池田廣会長）に
よるツツジ祭りが行われ、地元児童生徒による奉
納相撲や和太鼓演奏などでにぎわいました。

民生委員の功績を讃えて

賞はみんなの協力のおかげ受
　長島町民生委員児童委員協議会定期総会が４月
18 日、町開発総合センターでありました。
　同会では、長年民生委員を務めた３人に表彰状
が贈られました。諏訪勝江さん（上揚）と𦚰中道
子さん（火ノ浦）が、厚生労働大臣特別表彰と永
年勤続退任民生委員児童委員表彰（全国民生委員
児童委員連合会）のダブル受賞となりました。こ
のほか中橋美津子さん（幣串）も永年勤続退任民
生委員児童委員表彰を受賞されました。

↑手を取り合い、キャンドルに火を灯す幸司さんとちぐささ
　ん。お幸せに !!

↑戦没者をしのび参拝する濵畑会長

↑表彰式に出席し、受賞の喜びを語った中橋さん（右）
　と𦚰中さん

17 広報ながしま



（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

11,131  (  +39)

平成 26年 4月 30 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,365  (   +11)
5,766  (   +28)

  4,459  (   +33)

　

沿
道
に
咲
き
誇
る
ピ
ン
ク
の
花
が
か

わ
い
ら
し
い
フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
。

　

フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
の
最
盛
期
は
過
ぎ

ま
し
た
が
、
種
子
を
採
取
す
る
の
に
良

い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
花
び
ら
の
下
に
袋
を
持
っ
て
お

り
、
そ
の
袋
の
中
に
種
子
が
で
き
、
と

て
も
発
芽
し
や
す
い
花
で
す
。
落
ち
た

種
で
、
条
件
さ
え
合
え
ば
、
次
の
年
に

は
た
く
さ
ん
の
苗
が
で
き
ま
す
。

　

採
取
の
際
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

〇
種
子
の
採
取
時
期

　

花
が
枯
れ
て
茶
色
に
な
っ
て
か
ら

　
（
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
）

〇
種
子
の
ま
き
時

　

９
月
下
旬
～
10
月
上
旬

〇
植
栽
時
期

　

年
内
の
植
栽
が
望
ま
し
い

〇
採
取
時
の
注
意
事
項

　

沿
道
の
花
壇
に
は
管
理
者
が
い
ま

す
。
種
子
を
採
取
す
る
場
合
は
、
花
壇

以
外
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
下
な
ど
に
咲
い

て
い
る
も
の
を
採
取
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆

　

広
報
「
長
島
」
４
月
号
９
ペ
ー
ジ

の
、
平
成
25
年
度
寄
附
金
等
の
活
用

方
法
の
欄
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

①
夢
追
い
獅
子
島
架
橋
基
金

（
誤
）
55
万
円

（
正
）
58
万
５
千
円

　

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

↑ピンク色の花が鮮やかなフクロナデシコ

「
フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
」
種
を
採
る
な
ら
今
で
し
ょ
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▽
取
材
後
、
撮
影
し
た
写
真
を
パ

ソ
コ
ン
で
見
る
と
、
紙
面
に
使
え

る
写
真
は
い
つ
も
数
枚
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
時
に
は
撮
り
直
し
に
行

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
撮
影
技
術

が
未
熟
の
た
め
仕
方
の
な
い
こ
と

で
す
。
今
月
、
特
に
念
を
入
れ
て

撮
影
し
た
の
は
息
子
の
写
真
で

す
。
泣
き
顔
、笑
顔
、時
に
は
こ
っ

そ
り
寝
顔
も
パ
チ
リ
。
ど
こ
に
も

連
れ
て
行
け
な
い
分
、
最
近
は
イ

ベ
ン
ト
先
に
も
妻
と
息
子
を
連
れ

て
行
き
、
外
出
先
で
も
パ
チ
リ
。

息
子
に
レ
ン
ズ
を
向
け
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
姿
は
、
お
そ
ら
く
親

バ
カ
に
見
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
写
真
を
撮
り
な
が
ら
わ
か
っ

た
こ
と
は
、子
ど
も
の
写
真
は「
連

射
」
で
撮
る
こ
と
（
こ
れ
は
皆
さ

ん
に
も
お
薦
め
し
ま
す
）。
そ
れ

と
も
う
一
つ
、
子
ど
も
は
お
父
さ

ん
よ
り
も
お
母
さ
ん
が
カ
メ
ラ
を

向
け
た
と
き
の
ほ
う
が
、
バ
ツ
グ

ン
の
笑
顔
を
見
せ
る
と
い
う
こ
と

…
。
結
局
、
私
が
撮
っ
た
写
真
よ

り
も
、
妻
が
撮
っ
た
写
真
の
方
が

可
愛
く
写
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
上
に
載
っ
て
い
る
息
子
の
写
真

で
す
。
ま
も
な
く
１
歳
を
迎
え
る

航
ち
ゃ
ん
で
す
。（
赤
嵜
慶
和
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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頑張ってます！農業 !!

バ
レ
イ
シ
ョ
収
穫
大
忙
し

　

４
月
、
伊
唐
地
区
な
ど
を
皮
切
り
に
町
内
の
バ
レ

イ
シ
ョ
畑
で
、
春
バ
レ
イ
シ
ョ
の
収
穫
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

伊
唐
地
区
に
畑
を
持
つ
橋
口　

一
さ
ん
（
山
中
）

は
朝
早
く
か
ら
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の
葉
と
茎
を
抜
き
取

る
専
用
の
農
機
具
を
使
い
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

橋
口
さ
ん
は
「
今
年
は
サ
イ
ズ
、
量
と
も
に
ま
あ

ま
あ
の
出
来
。
あ
と
は
値
段
か
な
」
と
話
し
、
汗
を

ぬ
ぐ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
連
続
で
安
値
が
続
い
て
い
る
バ

レ
イ
シ
ョ
単
価
。
単
価
上
昇
へ
農
家
の
期
待
は
高
ま

り
ま
す
。

英艹

楽
し
む
こ
と
が
一
番

　

４
月
17
日
、
牧
幸
治
さ
ん
（
牧
）
が
茶
摘
み
作
業

に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
作
業
を
し
て
い
た
牧
さ
ん
。
専
用
の
摘

み
取
り
機
を
器
用
に
操
作
し
、
新
茶
の
葉
を
摘
み

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
町
歩
余
り
の
茶
畑
で
40
年
近
く
茶
農
家
を
続
け

て
い
る
牧
さ
ん
は
「
今
年
は
量
が
少
な
い
。
で
も
手

を
か
け
た
だ
け
愛
着
が
あ
る
。
儲
か
ら
な
く
て
も
楽

し
ん
で
仕
事
を
続
け
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
「
設
備
が
機
械
化
し
苦
難
が
続
く
」
と
話
す
牧
さ

ん
で
す
が
、
時
代
に
あ
わ
せ
た
品
種
を
生
産
し
続
け

て
い
ま
す
。

↑赤土の中からゴロゴロと顔を出すバレイショと
　農機具を操る橋口さん（囲み写真）

↑専用の機械を操りお茶を摘み取る牧さん



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１４６

１３ １４８ １１ １２

２０ ２１１５ １６ １８ １９

２７ ２８２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２９ ３０

６５

１７

９ １０

１ ２ ３ ４ ７

7/1 7/2 7/3 7/4 7/5

○平尾診療所 88-2595
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○阿久根眼科 72-0040
○水野歯科医院 82-0064
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□高松薬局 73-4002
◇出水総合医療センター67-1611

◎結核（レントゲン）・
肺がん・大腸がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200
○林胃腸科外科 73-3639
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□阿久根薬局 72-1017
◇キッズクリニック 63-7707

◎結核（レントゲン）・
肺がん・大腸がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○よう皮ふ科医院 63-1112
○二宮医院 62-0167
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○久木田歯科医院 73-0470
□あすか薬局 63-7322
□会営薬局阿久根店 72-5060
□長島調剤薬局 64-5555
◇二宮医院 62-0167

◎結核（レントゲン）・
肺がん・大腸がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ・イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○奥田蘇明会医院 82-3998
○有村産婦人科・内科 73-4180
○徳森歯科医院 67-3608
□こがね薬局 64-1132
□さかえまち薬局 72-0978
□しおかぜ薬局 88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ・イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○東医院 67-1861
○つかさとクリニック 67-5560
○上園医院 73-1055
○宮薗歯科医院 73-3222
□あじさい薬局 67-2055
□いまがま調剤薬局 65-7550
□本町薬局 73-3233
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）


